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未成立期（1945 ～ 65 년）韓國에서의 日本論－특히 對日政策論에 대해서『朝鮮日報』社
















　そこでまず、日韓国交未成立期（1945 ～ 65 年）の『朝鮮日報』における日本論に関す















社、1986 年３月、212 ～ 219 頁。
３　「私は日帝からこのように迫害された－朝鮮日報 1963 年２月 18 日～３月８日連載在日朝鮮人の
手記より」『朝鮮研究月報』（17 号）日本朝鮮研究所、1963 年５月、38 ～ 41 頁；「私は日帝からこ
のように迫害された（続）－朝鮮日報 1963 年２月 18 日～３月８日連載在日朝鮮人の手記より」『朝
鮮研究月報』（24 号）1963 年 12 月、29 ～ 32 頁；「統一問題に関する与論調査（朝鮮日報 11 月４
日付）」『コリア評論』（7巻１号）コリア評論社、1964 年 12 月、38 ～ 41 頁；「日本人の韓国観（朝
鮮日報 12 月 28 日より）」『コリア評論』（８巻３号）1966 年２月、13 頁、32 ～ 34 頁、等。
４　本誌編集部「韓国の対日論調」『自由』（6巻５号）自由社、1964 年５月、102 ～ 112 頁；隣接
諸国研究所編「戦後韓国の対日論調史 -１-」『自由』（7巻４号）1965 年４月、112 ～ 134 頁；同
上編「戦後韓国の対日論調史 -２-」『自由』（7巻５号）1965 年５月、87 ～ 109 頁；同上編「戦後


















　本稿末にも概要を表としてまとめたが、1940 年代後半から 52 年にかけては、国家建設
や朝鮮戦争の混乱、更に日韓会談の進行が低調なものであった為か、『朝鮮日報』の日本
関連社説は、掲載件数自体が少ない（合計 23 本、年平均 2.8 ～ 2.9 本）。だが日韓会談の
進展や、北送 11 問題等の日韓間の懸案が生じた 1955 年から 59 年にかけては、その件数が
増加した（合計 111 本、年平均 22.2 本）。その後、1960 年代に入ると、その件数はやや減
少したものの（合計 93 本、年平均 18.6 本）、日韓条約調印という状況に至った 65 年に再
び増加する（29 本）といった推移を示している。言うまでもない事だが、これは日韓会
談の展開とも軌を一にしている。また日本に対する評価については、肯定的・好意的な評
価が対象時期を通じて終始一貫して低い（８本、全体比で 2.8％）。これに対して 1940 年
代から 50 年代前半は、中立・曖昧な論調と否定的・非好意的な論調が件数的にほぼ拮抗
するが、50 年代後半以降は後者の論調が圧倒した（1945 ～ 65 年全体で中立・曖昧な論調
108 本なのに対して、否定的・非好意的な論調が 164 本だった）。
　次に、主題と内容評価を基準に多寡を整理してみると、（Ｇ）が 51.8 本（全体に占める




計 62.3 本、全体比で 22.2％）であった。その一方、（Ｃ）、（Ｆ）、（Ｈ）、（Ｎ）等の主題に














































的・非好意的であった（54.12.10；54.12.28 等）。従って 1955 年の保守合同については、
その危機が去ったとして肯定的・好意的に評価した（54.6.7；55.11.17 等）。
（Ｂ）日本の防衛問題（日米安保・再軍備も含む）
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（Ｃ）日本の対外関係
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（Ｈ）李ライン（竹島、大陸棚も含む）・漁業問題
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（Ｉ）歴史問題（日帝支配、親日派も含む）
　この主題の社説は 11.8 本で、全体の 4.2％を占め、その内容は、日本の侵略・支配を批
判しつつ（57.6.5；65.3.5 等）、概ね前述の（Ｆ）と同様に、日本側の侵略・支配の美化
や肯定視を批判したものだ（57.6.5；57.6.16；65.1.20 等）。また 1905 ～ 10 年にかけて
結ばれた一連の協定・条約に対する無効化時点の解釈については、それらが当初より不
法かつ不当ゆえに無効であるとした。一方で日本は、1945 年９月２日の降伏文書調印時、






































































　この主題の社説は 13.8 本で、全体の 4.9％を占め、ここでの日韓間の通商・貿易とは、
韓国の経済発展を第一目的とし、共存共栄の実現と友好関係の構築に資するものでなくて
























































































1997 年、331 ～ 460 頁（特に 456 ～ 457 頁）（국사편찬위원회・일종도서연구개발위원회편『( 제
6 차고등학교 ) 국사하』대한교과서、1996）；黒田勝弘『韓国人の歴史観』文藝春秋（文春新書）
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キーワード　日韓国交未成立期（1945 ～ 65 年）、日本論、日本観、『朝鮮日報』社説、言
説分析、韓国
 （SHIROZAKITeppei）
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表１：評価動向
○ △ × 不明 合計
1945 0 1 0 1 2
1946 0 2 2 0 4
1947 0 0 1 0 1
1948 0 1 2 0 3
1949 0 2 2 0 4
1950 0 1 3 0 4
1951 0 0 0 0 0
1952 0 3 2 0 5
1953 0 3 9 0 12
1954 0 6 7 0 13
1955 2 15 9 0 26
1956 0 6 6 0 12
1957 1 4 10 0 15
1958 2 4 14 0 20
1959 0 12 26 0 38
1960 1 14 5 0 20
1961 0 6 15 0 21
1962 0 3 16 0 19
1963 1 2 13 0 16
1964 1 9 7 0 17
1965 0 14 15 0 29





○ △ × 合計
Ａ 3 18 4.4 25.4
Ｂ 2 3.3 1 6.3
Ｃ 0 9.7 13.6 23.3
Ｄ 0 0 0.5 0.5
Ｅ 0 0 1 1
Ｆ 1 2 46.1 49.1
Ｇ 2 30.5 19.3 51.8
Ｈ 0 2.7 17.5 20.2
Ｉ 0 6.5 5.3 11.8
Ｊ 0 3 2.7 5.7
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Ｋ 0 9 7.6 16.6
Ｌ 0 3 8.2 11.2
Ｍ 0 10.5 3.3 13.8
Ｎ 0 7.8 30 37.8
Ｏ 0 0 2.5 2.5
Ｐ 0 0 1 1
Ｑ 0 2 0 2
不明 ? ? ? 1
合計 8 108 164 280/281
出所：筆者作成。
表３：主題動向
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ
不明合計
45 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2
46 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 1 0 0 0 0 4
47 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
48 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
49 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 4
50 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 4
51 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
52 1.7 0.3 0 0 0 0 0 1 1 0.5 0.5 0 0 0 0 0 0 0 5
53 3 0 0 0 0 4 1 2.7 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 0 12
54 3 2 0.2 0 0 1.8 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 13
55 5.7 1 8.5 0 0 4.8 2 0 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 26
56 1 0 5 0 0 3 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 12
57 1 0 2 0 0 4 0.2 1.1 1.3 0 0 1.4 0 4 0 0 0 0 15
58 1 1 0 0 0 5.5 5.5 0.7 1 0 0 0 0 4.3 0 1 0 0 20
59 2 0 1.2 0 0 3 7 1.5 1 0 0 0 2 20.3 0 0 0 0 38
60 2.6 1 2.4 0 0 1 3 1 0 2 1 0 1 5 0 0 0 0 20
61 0 0 0 0.5 0 6.3 5.5 1 0 0.2 4 2 0 1 0.5 0 0 0 21
62 1.7 0 0 0 0 8.2 5.6 0 0 0.5 1 2 0 0 0 0 0 0 19
63 0.7 0 1 0 0 2.1 3.2 4.1 0 0.2 3 0.7 1 0 0 0 0 0 16
64 2 0 1 0 0 2.4 3.3 3 0 1.3 4 0 0 0 0 0 0 0 17
65 0 0 1 0 1 0 10.5 3.1 2.5 0 3.1 0.1 6.5 0.2 1 0 0 0 29
計 25.4 6.3 23.3 0.5 1 49.1 51.8 20.2 11.8 5.7 16.6 11.2 13.8 37.8 2.5 1 2 1 281
出所：筆者作成。



























1953. 3.17　일본정국의파동- 민주적안정과탈피의시련 -；△、A

































1955. 5.30　일본 • 괴뢰간의어로협정의이면；×、C



















1956. 3. 2　일본 ,괴뢰간의협정과그책임；×、C
1956. 3.31　한일간의새로운접근；×、F
1956. 6. 5　한일회담과「씨볼트」씨；×、F












































































































































1962. 6.25　한 • 일회담에관한일본측의횡설견설；×、F
1962. 7. 4　일참의원선거결과와한일회담；△、A























1964. 1. 8　한 • 일회담의경우와초당외교의본질；△、G
1964. 2.26　한일문제의타협을위해선일본이성의를보여야한다；×、H
1964. 3.21　2 천여동포들의유골이일본창고에서떨고있다；×、F




1964. 7.11　池田씨의일자민당총재3 선과한 • 일문제；△、C
1964. 9.17　한 • 일간의우의를위하여일본지도층에말한다；×、F










1965. 1.20　제 7 차한일회담의재개와수교의기조；×、I
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1965.12.19　국교를개시한한일영국의금후－착잡한감회속의서비준서교환식을마치고 -；△、G
1965.12.21　무실한한일무역회담；×、M
1965.12.22　한일문화교류의자세；×、O
1965.12.28　일어선의독무대화한공돈규제수역；×、H
注
――＊：資料保存状態により判読不能
――＊＊：資料保存状態により判読不能部分多数
――＊＊＊：資料保存状態により一部判読不能
凡例
○；肯定的・好意的、△；中立・曖昧、×；否定的・非好意的
Ａ；日本政治、Ｂ；日本の防衛問題、Ｃ；日本の対外関係、Ｄ；日本の社会文化、Ｅ；日本のマスコミ・
世論、Ｆ；日本の対韓態度・認識・政策、Ｇ；日韓国交・会談、Ｈ；李承晩ライン（以下、李ライン）・
漁業問題、Ｉ；過去の歴史、Ｊ；極東の安全保障問題、Ｋ；日韓経済協力、Ｌ；財産請求権問題、Ｍ；
日韓の通商・貿易、Ｎ；在日韓国朝鮮人問題、Ｏ；日本文化、Ｐ；文化財返還問題、Ｑ；その他
？；資料保存状態により判読不能社説に関しては分類および評価が出来ない為に「内容不明（？）」
として処理
出所：筆者作成。
